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まだ他にもある !　駅前の〝箱もの〟建設

当初 (2011 年 7 月 ) 示された「ウェル
ネスプラザ」建設事業費(土地代含まず)
は約 7億円でした。

83% が反対意見だったパブリックコメ
ント実施時 (2012 年 7 月 ) の建設事業費
( 土地代含まず ) は約 12 億円でした。

　業務委託・約 9000 万円もかけて事業費の算出等を行
う「詳細設計」が完了するのは 3 月末と言いながら、市
長はこの 20.6 億円 ( 土地代含まず ) に膨らんだ建設事業
費などについて、市民に説明をせずに臨時市議会に大型
補正予算。市民から「裏で何かあるのでは…」と疑問や
強い批判の声があがっています。
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民間の医療ビルへ直行する
市施行の歩行者デッキ

　取手駅周辺を「商業・芸術・文化機能」の充実、取手グリーンスポーツセンター
周辺を健康・医療・スポーツゾーンと位置付けた、取手市第５次総合計画・
基本構想（2007 ～ 2016 年）＝取手市最上位計画に違反するものであり、間違っ
がった「計画」は中止すべきです。

そもそも、取手市の「まちづくり計画」に違反した計画

事業にかかる費用を算出するなどの
「詳細設計」が終ってもいないのに、
年度末に迫った時期に大型補正予算…

スタートから間違っていた！

　平成 18 年に芸術文化施設整備用地として取手市
が茨城県から約 5 億円で購入した土地。取手市は市
議会にもはからず勝手に用途変更。
　現在でも借金が 1億円以上も残っています。

介護保険改悪ストップ！
裏面参照ください

　費用が膨らんだ理由に、労務費・資材費の高騰
をあげているようです。ならば、これらの価格が
沈静化する時期にやればいいこと。急ぐ必要はあ
りません。
　また、前々から市民の強い願いだった「りぼん
ビル」（旧東急ビル）の活用、市民の要望に沿っ
た「中ホール」などを選択肢に市民の知恵を生か
した再検討がのぞまれます。
　

少なくとも凍結、見直しが当然！

何が何でもと、市民
が願ってもいない
「箱もの」に執着す
る必要はどこにもあ
りません。

約 5.2 億円

なぜ？　あわてて…

約7億円




